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1.はじめに 近年,溜池の管理、監視に IoT 機器を用いるシステムが着目されている.

しかし,機器が高額なことや,取得したデータの保存や閲覧をする為に月々の運用費が

発生することがシステム導入の妨げとなっている.そこで,溜池の水位,水温,雨量,画

像情報を無料のコミュニケーションツール「Slack」と表計算ソフトウェア「Google ス

プレッドシート」を利用した低コストで運用可能なシステムの開発を試みた. 

2.開発したシステムの概要 構築したシステム

の概要を Fig.1 に示す.システムは、水位,水温,

雨量,画像情報をマイクロコントローラー

（ATMEGA328P-PU）とシングルボードコンピュー

タ（Raspberry Pi 3B+）を用い Slack と Google

スプレッドシートにアップロードする構成とし

た.各使用機器とそれらの概略は Table.1 の通り

である. 
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Fig.1 システム概要  
Table.1 使用機器と機器の説明  
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ATMEGA328P-PU を搭載する回路基盤は EDA(自動電子設計)用

ソフトウェア KiCad で設計し、基盤製造後（Seeed Technolog

社で製造）Raspberry Pi 3B+に接続した(Fig.2).センサーの

値は,ATMEGA328P-PU で読取り,Raspberry Pi 3B+と I2C 通信

で通信し,Raspberry Pi 3B+上のデータベースへ保存される. 

静止画像を撮影する赤外線カメラモジュールは,日中と夜間

ではシャッタースピードや輝度等,各パラメータを調整する必

要があるため、日の出日の入時刻を算出するプログラム

ephem ライブラリを用い調整した. 

Slack へは Slack API を用い,計測時刻,水位,水温,雨量,画

像情報を, Google スプレッドシートへは Google Sheets API

を用い,画像情報を除いたデータを 1 時間毎にバッチ処理を行

いアップロードするプログラムを作成した.Google スプレッ

ドシートでは,アップロードされたデータを用いて,データの

蓄積や,最新 24 時間のデータを時系列で表示する機能を加え

た. 

3.結果と考察 開発したシステムは,奈良市あやめ池町の蛙

股池東側において,2020 年 1 月 30 日より試験観測を継続し

（Fig.3）,Fig.4 のように Web から閲覧可能となっている. 

システムは,市販されている IoT 機器で同様の監視システムを

構築した場合と比較して,機器費用約 20 万円,年間運用費約

10 万円程度安価となり,低コストでの溜池の監視を可能とし

た. また、汎用の Slack と Google スプレッドシートを用いる

ことで利便性のある情報共有が可能となった.今後は,システ

ムの耐久性やデータ送信の安定性などついての検証を行なっ

ていく計画である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig.4 Slack と Google スプレッドシートにアップロードされた情報  

Fig.2 作成した回路基板  

Fig.3 観測機器の設置状況  
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